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 要  旨 
 
近年，音声認識技術は実用化されつつあり，我々の生活の中で見られるように
なってきた．これらは好条件における環境下では実用的なものになってきている． 
だが実生活のように雑音が多い環境下ではまだまだ実用的なものであるとは言い
難い．従来では，短時間スペクトルを用いた音韻情報のみによる音声認識が主な
手法として行われてきている．しかし，人間は音声知覚の際に，音韻情報だけで
なく韻律情報も併用していると考えられている．これに動機付けられて，音声認
識に対して韻律情報を利用する方法が数多く試されてきた．今までの音韻のみの
モデルに韻律のモデルを結合することにより，雑音の影響を受けにくくなるので
はないかと考えられる． 
そこで本研究では，音韻情報に韻律情報を加え，2つの音響特徴を用いて雑音環
境下における単語音声認識率の改善について検討している． 
音韻部分では，既に話者認識や単語認識において良い結果の出ているマルチ
SNR-マルチバンドモデルにマルチパスを導入して音韻尤度を計算した． 
韻律部分では，音声認識で一般に用いられている5[ms]～10[ms]のような短い単位
では，特徴的な性質が表れにくいため，より時間的に長い単位に着目し，アクセ
ント情報を利用した．アクセント型モデルを作成し，入力音声に対する各アクセ
ント型尤度を計算することにより韻律尤度を求めた． 
このようにして得られた音韻部分と韻律部分で計算された尤度を結合すること
により，単語尤度を計算し，耐雑音性能改善について検討した． 
尤度結合後の単語認識率は，SNRが10[dB]の音声に対して，ロビーの雑音環境以
外で10[%]以上の誤り削減率を示した．また，SNRが0[dB]の音声に対しても，バス，
車の雑音環境で10[%]以上の誤り削減率を示した． 
これよりアクセント情報は，雑音環境下の単語認識に有効であることが分かった．
更なる改善のためには，F0抽出の精度を上げる，より良いアクセント型認識手法
の検討などが挙げられる． 
 
